
１．はじめに

本工事は、茨城県つくば市内の渋滞緩和対策と
して、つくば市島名から、つくば市面野井間の約
１kmの区間に新しいバイパス道路を造成する工
事である。
本橋は、５主桁からなる単純鈑桁橋で、谷田川
を斜めに横断する形で架橋する工事である。また
上空には高圧送電線が本橋とほぼ並走している現
場であった（図―１）。

工事概要
�１ 工 事 名：橋梁上部工事（仮称）面野井ラン

プ橋ONランプ
�２ 発 注 者：茨城県
�３ 工事場所：茨城県つくば市
�４ 工 期：平成２８年８月３日～

平成２９年５月３０日

２．現場における問題点

当初の架設方法は、１主桁ずつ地組立てを行い、
２００t 吊トラッククレーンにより地組した桁を吊
り上げて架設する方法であった（図―２）。しかし、
地上から２２．８mの高さに送電線が本橋上を並走
していたため、クレーンのブームが送電線の上空
制限を侵すことが調査結果により判明した（図－
３）。

安全管理
５３

１５０KV送電線直下における鋼桁架設の施工報告

日本橋梁建設土木施工管理技士会
日本ファブテック株式会社
監理技術者

岡 田 康 一

図―２ 当初架設計画平面図

図―１ 高圧送電線の高さ 図―３ クレーン能力と上空制限
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３．工夫・改善点と適用結果

河川内に杭ベントなどを設け、クレーンの吊能
力を低下させる方法を考えたが、川底はじゃかご
による河川改修が完了していたため河川内へのベ
ント設置はできなかった。また両岸にクレーンを
設置して架設する事も考えたが、対岸は残土置き
場となっておりクレーンの進入および作業ヤード
として使用することはできなかった。よって、桁
地組立＋横取り架設工法を選択し施工を実施した。
桁の地組立は、送電線から５m離れた位置と
し、送電線の上空制限を侵さないように、架設位
置と平行に地組した。また、横取り時に桁が転倒
するのを防ぐために、２つの主桁を対傾構、横構
で取合い箱状に組立て安定させた（図―４）。

図―４ 箱状組立

地組した桁は、エンドレスローラーを使用し、
次の地組立が出来るスペースの分（約３．８ｍ）だ
け横取りする（図―５）。

図―５ エンドレスローラーでの横取り

次の地組立が出来るスペースを確保できたら、
再び桁を地組する。この①桁地組立、②横取の作
業を繰り返し、桁を所定の位置まで横取りし、桁
を支承と取合うまで降下させ無事に架設を完了す
ることが出来た（図―６）。

図―６ 完成写真

３．おわりに

本橋は、６０度の斜角を持ち、桁端とパラペット
間の隙間が両端７０mmと狭いため、横取り工法を
選択するには適していない現場であったが、事前
検討を十分に行い、パラペットの倒れ等の事前測
量成果も考慮し、桁の地組位置、横取り角度を調
整しながらの施工によって、安全に架設を行い無
事完成することができた。
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